
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

例年にない暑い夏休みが終わって学校には子供

たちの笑顔と歓声が戻ってきました。休み中は、

ご家族で楽しい時間を過ごされたことと思います。

大きな事故も無く２学期をスタートできたことを

心から感謝申し上げます。 

◆夏休みのスタートと同時に６年生が二泊三日の

『岩井臨海学園』に参加しました。友達との生活

や海水浴・浜辺でのスイカ割り、夜の肝試しやキ

ャンプファイヤーなどなど、たくさんの素敵な体

験で仲間との絆も更に深まりました。 

 特に、自分たちの使った部屋や廊下そして玄関

などを「来たときよりも綺麗にする」と、最終日

に感謝の気持ちを込めて一生懸命に掃除をする姿

が素晴らしかったです。 

◆夏休みの前半と後半には各学年で『補習教室』

が開催されました。熱心に問題に向き合って学習

している様子を廊下から見ていると、気付いた子

供が私に手招きをします。近くに寄ってドリルを

見ると先生からたくさんの「はなまる」をいただ

いていました。学習が終わると、先生といろいろ

お話をしてから笑顔で帰る子供もいました。愛情

いっぱいの学習会に私の胸もじんとしました。 

◆６月５日に５年生が新潟三条市から農協の方々

をお招きして、バケツに稲の苗を植えました。子

供が毎日交替で世話をして順調に育っています。

ある日の夕刻「台風が接近しているので、バケツ

稲を昇降口に避難させて良いですか」と連絡が入

りました。５年生の保護者が数人、ずぶ濡れにな

って子供たちが大事に育てている稲を避難させ、

暴風雨から守ってくださいました。翌朝台風一過

の青空の下、保護者と先生方で稲を元通りに外へ

運び出しました。親子の協力が結集した稲穂が育

っていくのが楽しみですね。 

◆８月19日には健全育成地区親善ソフトボール大

会に於いて、滝坂小チームが見事「ブロック準優

勝」を獲得いたしました。ホームベース上のクロ

スプレイなど、ハラハラさせる場面では保護者の

皆様からの大きな声援が会場に響き試合を盛り上

げました。健全育成委員会の皆様によるご指導の

成果が表れたチームで協力する姿に感動しました。

年度末の大会も楽しみです。 

◆ＰＴＡ主催の『夏休みラジオ体操＆ごみゼロ

運動』が夏休み最後の日に行われました。大勢の

元気な顔が早朝の校庭に揃って２学期のスタート

に備えました。「ごみゼロ運動」で通学路のごみ

を拾ってきたので滝坂小の周囲が一段と綺麗にな

りました。特にきずなの皆様による草むしりで、

体育館周辺や池の周りなどがすっきりとなりまし

た。地域・保護者の皆様に暑い中たくさんの汗を

かきながら学校を綺麗にしていただきました。お

陰様でラジオ体操もすがすがしい気持で臨むこと

ができました。 

◆そして、いよいよ今日から２学期です。まだま

だ暑い日が続くでしょうが、徐々に学習や運動に

一番適した季節になっていきます。展覧会や社会

科見学など、行事もたくさんあります。始業式で

のスタートの気持を忘れずに、一日一日を大切に

して、一人一人が確実に自分の力を伸ばす充実し

た二学期にいたしましょう。 

 

 

  

自自分分のの力力をを伸伸ばばすす２２学学期期ににいいたたししままししょょうう  
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自分の身は自分で守る 

生活指導部 

 ここ数年、地震や豪雨などによる災害が各地で起きています。７月にも西日本で集中豪雨がありました。

被災地では、この暑い夏休み中も避難所生活を続けた方々がいらっしゃいました。東京では、大規模地震

が数年のうちに発生する確率が高いといわれております。 

 本校では、一年間を通し様々なパターンの避難訓練を行い、有事の際には自分で自分の身を守ることが

できるよう指導を継続しています。今週金曜日の避難訓練では、火災が発生し防火扉が閉まったという設

定で、扉をくぐって避難をする予定です。４月には、「調布市防災教育の日」として調布市全体で防災訓

練も実施しました。学校と地域の方が協力し、避難所設営に取り組む第一歩の訓練として定着しつつあり

ます。 

 ９５年前の１９２３年９月１日は、関東大震災が起こった日です。各ご家庭に 

おかれましても、このような機会に、大地震が発生した時の対応の仕方を話題に 

していただきたいと思います。防災用品の点検などの備えを行って 

おくとともに、「身を守る」「安全に避難する」ことが当たり前にできるように、 

また、「家族の集合場所を決めておく」など、一人一人が危機管理意識を強くもち、 

いざという時に適切に行動できるようにしておくことが大切です。 

 

８月・９月の行事予定 

月 火 水 木 金 土 
８月２７日 

夏季休業日終 
ラジオ体操＆ごみ

ゼロ運動（PTA） 

８月２８日 

始業式 

８月２９日 

給食なし 

４時間授業 

８月３０日 

給食始 

５時間授業 

ごみゼロ運動 
発育測定・保健指導

（１） 

８月３１日 

避難訓練 

５時間授業 
発育測定・保健指導

（６） 

９月１日 

３日 

全校朝会 

委員会活動 
発育測定・保健指

導（３の１） 

４日 

授業参観・保護

者会(３・４) 
発育測定・保健指

導（４） 

水泳記録会（５・

６） 

５日 

安全指導日 
発育測定・保健指導

（５年,３の２） 

６日 
たてわり活動 

授業参観(5･6) 

薬物乱用防止教室

(6) 

移動教室説明会(5) 

保護者会(6) 

発育測定・保健指

導(2) 

福祉体験・点字(4) 

７日 
授業参観・保護者

会(１・２・わ) 

発育測定・保健指

導（わ） 

水泳記録会予備日

（５・６） 

８日 

土曜授業日 

水泳指導終 

美しい日本語話

し方教室（６） 

１０日 

全校朝会 

クラブ活動 

京 王 安 全 教室

（１・わ１） 

１１日 １２日 

高齢者体験(３) 

ごみの話(４) 
 

１３日 
リサイクル回収飼

育・給食委員会発

表集会 

福祉体験・手話(4) 

１４日 
幼保小連携会議の

ため、１年生４時

間授業 

１５日 

１７日 

敬老の日 

１８日 

移動教室事前健

診（わ） 
 

１９日 

わかくさ学級移

動教室始 

２０日 

児童集会 

わかくさ学級移

動教室終 

茶道体験（６） 

２１日 

遠足（３・４） 

２２日 

２４日 

秋分の日 

振替休日 

２５日 

鎌倉社会科見学

（６） 

２６日 

校内研究授業の

ため４時間授業 
(４－１のみ  

５時間授業) 

２７日 
図書委員会発表集会 

クラブ活動【曜日変

更】 

歯みがき指導（３・

わ３） 

染物体験（６） 

２８日 

遠足（１・２） 

ごみゼロ運動 

２９日 

滝坂地区防災訓

練（きずな） 

 



 

                                ７月２３日～２５日 

 

生き物を ここだここだと 深く知る        （新 敦文） 

友の手と すそをまくって 夏の海         （稲田 倫子） 

笑うたび 友との絆 深まって           （内田 麻友） 

すぎてゆく 最後の思い出 なみにのり       （大村 瑞希） 

刻んだ日 喜怒哀楽の 思い出と          （片岡 悠） 

海の波 待てよ待てよと 追いかける        （加藤 上達） 

海の波 ふんばりながら 乗りこえる        （金森 悠真） 

火の粉とび みなであせかき キャンプファイヤー  （久城 悠馬） 

最高の 笑顔あふれる 海水浴           （黒木 うらら） 

波の上 キラキラした顔 うつし出す        （佐野 結菜） 

みんなから 笑顔あふれた 三日間         （重宗 優里） 

夜の海 波音と共に 笑い声            （柴田 夏樹） 

６年生 波にゆられて つかれとる         （髙橋 啓太） 

３日間 友との思い出 笑い顔           （滝澤 來翔） 

大花火 心の中の アルバムに           （田中 祐生） 

海の声 聞こえた先に 絆あり           （田中 利皇） 

家族の顔 思い浮かべる きもだめし        （谷口 美遥） 

打ちあがれ みんなの思い 空の花         （中野 奈津） 

海辺の夜 炎をかこんで 思い出に         （原 朱朔） 

参加気分 スケジュール見て いでる        （平井 亮輔） 

きもだめし 歩けば近づく ゴールの光       （前 仁翔） 

海の中 砂地にひっそり 黒ナマコ         （松田 晃宙） 

強い波 えがおあふれる ごほうびだ        （宮田 昌太） 

宿の夜 ひめいがひびく きもだめし        （安間 春稀） 

あがってく 夜空の花が きらきらと        （吉橋 ナディア） 

 

 

 

 



海の音 おいしいごはん もとえもん         （粟田 ヒカル） 

夏の海 みんなの心 はなさない           （伊原 芽唯） 

海の波 楽しむぼくらを つないでく         （岩澤 武児） 

カラフルな 貝から顔出す ヤドカリよ        （遠藤 羽希） 

砂浜で キャンプファイヤー 声高く         （遠藤 七虹） 

スイカ割り みんな協力 大声で           （遠藤 暖葉） 

さけび声 暑い暑いと 砂浜で            （岡部 昂希） 

海の顔 波がザーグゥー お出迎え          （加藤 とも香） 

海の中 ヤドカリさんの お家あり          （倉田 琉伎） 

波の音
ね

と 炎の明かりが 重なった          （小山 和奏） 

ボート風呂 近くの岩井 まるでハワイ        （清水 鉄平） 

耳すまし 貝の中から 波の音            （平 智代） 

朝起きて みんなの寝顔 見放題           （髙石 龍瑛） 

さけび声 きょうふがおそう 肝だめし        （髙橋 柊也） 

早朝に 心にひびく 波の音             （田中 凱） 

かがやいた 砂浜きらり 朝の海           （中川 夏里菜） 

海の底 ヤドカリてくてく 行進だ          （中田 悠翔） 

海の上 あっという間に 過ぎていく         （中村 宗徳） 

海の音 ザアザア奏でる いみじき楽
がく

         （原 詞美） 

きもだめし 泣きさけぶ夜 ねむれない        （細井 虹汰） 

皆笑顔 赤いスイカが 顔を出す           （本間 沙季） 

水平線 きずなのように どこまでも         （松井 陸久斗） 

無我夢中 ぼくらの夏を つくりたい         （元木 剛志） 

探してる 友と思い出 砂浜で            （吉見 紗菜） 

ババぬきで 負けてもうれしい 仲間たち       （永田 力久） 

 


